
コロナ禍が続く中、今年も応援団交流会「エコネットカフェ」を昨年度と同様にオンラインで開催しました。ご協力・ご参加された皆様
ありがとうございました。また参加できなかった方も、今号で少しでも雰囲気を感じていただければと思います。

第４回エコネット応援団交流会
「エコネットカフェ・オンライン2021」を
開催しました！

▲エコ・ネットカフェと併設して、2週間限定で公開されたWEB展示会の資料。WEB上での閲覧はもちろ
んのこと、ご意見などを書き込めるようにしました。（写真左：愛知県立一宮高等学校のイタセンパラ保
護啓発ポスター、写真右：水中映像）
展示会参加の皆様：ニホンウナギ生態系ネットワーク推進部会／ヒダサンショウウオ研究会／愛知県環境局環境
政策部 自然環境課／愛知県立一宮高等学校／羽島市 教育委員会 生涯学習課／岐阜県立岐阜高等学校 自然
科学部生物班／岐阜県立大垣東高等学校

■ 2022年１月23日（日）〔WEB・サテライト会場（大垣市情報工房）〕

　東海学院大学主催「第６回東海地区理科研究発表会」
で、愛知県立一宮高等学校 生物部 イタセンパラ班によ
る研究「タナゴ属の人工的産卵装置の開発と産卵促進」
が『最優秀賞』を受賞しました！ おめでとうございます！
　受賞した研究は、エコネットカフェでも発表してくださ
いました。

「東海地区 理科研究発表会」とは？
東海地区の高等学校に在籍する高校生を対象とした理科分野の自由研究発表の場を設け、理科分野に興味関心のある高校生同士の交流を目的としています。

◀エコネットカフェでの発表
の様子
愛知県立一宮高等学校で
は、イタセンパラの産卵
床となる二枚貝の負担を
減らし、イタセンパラを
増やすことができるよう、
人工的に産卵を誘発する
装置の開発に取り組んで
います。
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▲応援団の皆様から代表して一宮高等学校生物部さんと岐阜大学 ESD
クオリアさんが日頃の活動や研究の発表を行いました。

▲サテライト会場では水環境もやい研究所さんとヒダサンショ
ウウオ研究会さんが参加しました。

▲オンライン会議の様子。ディスカッションでは、コロナ禍で
の活動の仕方や交流・連携の方法について議論しました。

2022.4.27



「イタセンパラの勉強会」が開催されました

■ 202２年１月30日（日）〔WEB開催〕

　環境省のイタセンパラ保護事業に
おいて､系統保存等を目的に保護増殖

された個体の一部が､一宮市・羽島市を中心に、
小中高等学校･民間企業･自治体施設などで飼
育されています。絶滅の危機に瀕するイタセン
パラ保護の普及啓発等を目的とした取り組みで､
一部施設の水槽は一般公開されています。

◎一宮市尾西歴史民俗資料館（一宮市起字下町211）
◎一宮市役所（一宮市本町2-5-6）
◎木曽川上流河川事務所 ( 岐阜市忠節町5-1）

◎国営木曽三川公園 自然発見館（各務原市川島笠田町）
◎羽島市立図書館（羽島市竹鼻町丸の内6-2）
◎尾西信用金庫本店 （一宮市篭屋1-4-3）
◎三井住友信託銀行一宮支店（一宮市栄3-7-15）

※見学できるのは各施設・店舗の営業時間中に限ります（無料）。
イタセンパラの状態によっては展示終了となっている場合も
ありますので、予めご了承ください。

イタセンパラ一般公開中の施設等
（2022年 1月時点）

　“なんじゃもんじゃ” とは、『なんだかよくわからないけれど立
派な植物』のことを呼ぶ時に使う言葉だそうです。そして、その
なんじゃもんじゃを別名に持つ、キング･オブ･なんだかよくわから
ない植物が木曽川流域（と長崎県の対馬）に自生しています。
正式な種名は “ヒトツバタゴ” と言い、その自生地は天然記念物
に指定されるほど珍しい木だそうです。20mを超える大型の樹
木で、５月頃に白く大きな花をつけます。一斉に花が咲くと、モ
クモクとした木の全体に雪が積もったような、まるでミルクをか
けた宇治金時のような見た目になり、とても可愛らしいです。た
だし、花は非常に繊細で風など吹けば方 に々飛んでいってしまい、
見ごろは10日ほどしか続かないとのこと。
　このヒトツバタゴが “なんじゃもんじゃ” と呼ばれるようになっ
た理由を調べてみたところ、諸説あるものの、いずれも『なんだ
かよくわからなかったから』という身も蓋もないようなお話でした。
少なくとも江戸の時代には “なんじゃもんじゃ” と呼ばれていたそ
うです。過去にはなんだかよくわからない木と名付けられ、現代
にはなぜ分からなかったかも分からなくなってしまった。調べれ

なんじゃもんじゃなんじゃもんじゃ ～ヒトツバタゴ～
ば調べるほど頭になんじゃもんじゃが浮かんでくるこの感覚、ま
さに “なんじゃもんじゃ” にふさわしい貫禄と言えましょう。
　しかし謎は謎として、ヒトツバタゴは自生地のほかにも各地に
移植され、様 な々ところで目にすることができます。岐阜県の県
道６６号線などは「東濃なんじゃもんじゃ街道」と名付けられる
ほどたくさん植樹されているそうです。知らず知らずのうちに目に
したことがあるような気がしますが、な
んだかよくわからない、まさになんじゃ
もんじゃの木としてスルーしていたの
でしょう。なんじゃもんじゃ知って
調べてなんじゃもんじゃであること
を確かめる。なんだか訳が分か
らなくなってしまいました。それも
またなんじゃもんじゃの魅力なの
でしょうか。なんじゃもんじゃな
んじゃもんじゃ。どこまでも不思
議な存在です。

木曽三川流域おさかなコラムvol.3
じゃない
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https://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/econet/index.html

事務局では、このニュースレターや facebookページで、木曽三川流域におけるエコロジカル・
ネットワーク形成に関連する地域の取り組み情報を発信しています。生物多様性の保全や生き

ものを活用した地域づくりなど、応援団の皆さんからの投稿・情報提供を随時募集中です。下記お問い合わせ先まで、お気軽に情報
をおよせください。（なお､紙面の都合等で取材・掲載できない場合もありますこと、予めご了承ください。）

掲載用情報を募集しています！
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